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みんなで環境づくり

きれいな環境で楽しく勉強してもらおうー と八束小の父母

たちω人は、春の 1日を小公園の整備に労力奉仕しました。

直径 4mもあるり っぱな "オ ンコ"や苗木も植えられ、見違

えるばかり 。子どもたちは大喜びで走りまわっていました。
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川

臨

時
町
ぷ
会
は
、仁川
川
|

ハ

川
役
州州議
均
で
川
か
れ
、

般

会
川
仙

d
ej
誌
を
凶
主
と
お
り
可
決
し
ま
し
た

こ
れ

じ
よ
り
、

川町
制
問
い
れ
白川
庄
の

般
公
社
は

岐
人
峰
山
そ
れ
ぞ
れ
rH

μ
H
f川
が
迫
加
さ
れ
、

-
j
算
OK

凱
は

μ
日

T
附

'H

U

九
f
川

と
♀
り
ま
し
と

。

今
川
の
山川け
は
、
八ム

川
ハ什
亡
の
辿
川
M

や
川
川
相
線
の
訓
告
な
と
建
川
以
下
主
叫
が

む
も
F
、
hrf
M

J
非
と
へ
H
h
せ
次
的
事

業
が
近
く
始
ま
り
ま
寸

♀
ぉ
、
光
台
線
道
路
の
判
円
M

引
は

川
1
・
ハ
白
川
位
に
な

，
た
た
め
、

そ
の
l

私

的

「

“

l

h
“
「
刊
が
減
似

第3回臨時町議会
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公
川

nrじ
新
装
l
事

出
川
地
に

f

h

i

u八
「
川
で

一

m
l
い
、

一部
八
い
の
介
わ
せ
て

ー
ド
が
他
校
さ
れ
、
-
け

車
に
は
人
川
で
き
ま
す

。
附
利
線
制
法
引

柄引

一司
次
の
こ
と
し
は、

八
川
中
旬
ま
で
に
五
百
H
U

-
-
ハ
力
問

T
門
で
行
間

1

U
が
舗
装
さ
れ
ま
す
。

。
I

円
前
線
測
滞
改
良
l
事

山
前
線
引
に
以

i
一れ
に

じ

r
H

ハ
T
川
で
洲市仰

を
つ
〈
り
ま
す
。
八
川
中

旬
光
成
し
ま
す
。

。
制
町
山
科
道
州
政
ー
が

一
T
H
μ
-力
↑f
川
で

中
心
岨
商
業
都
市
を

目

ざ

す

本
町
は
、
明
治
三
十
年
利
別
村
と
し

て
発
足
し
て
以
来
七
十
余
年
を
経
過
し

ま
し
た
が
、
こ
の
問
、
利
別
川
流
域
を

中
心
と
し
て
附
発
が
逃
み
、
い
ま
や
道

南

一
の
穀
倉
地
帯
に
ま
で
飛
闘
し
、
そ

の
総
生
産
制
酬
は
牒
畜
産
に
お
い
て
二
十

低
円
余
に
述
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
都
市
計
画
の
推
進
と
商
工
業

の
発
展
に
よ
り
市
街
地
形
成
は
ほ
ぼ
完

成
し
、
各
種
の
社
会
福
祉
施
設
や
教
育

施
設
も
整
備
さ
れ
る
な
ど
北
部
桧
山
の

中
心
農
業
都
市
を
目
ざ
し
か
ぎ
り
な
い

前
進
を
続
け
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
わ
が
国
の
経
済
は
長
い

聞
の
景
気
上
昇
で
国
民
総
生
産
で
は
自

由
世
界
第
二
位
と
♀
り
、
依
拙
高
度
成

長
が
続
い
て
い
る
と
い
わ
れ
、
国
民
の

生
活
水
識
も
た
い
へ
ん
両
上
し
て
き
ま

し
た
。
し
か
し

一
方
で
は
、
大
都
市
へ

の
人
口
集
中
が
極
端
に
な
り
、
そ
の
た

め
長
山
漁
村
で
は
有
能
者
若
い
人
た
ち

T
一h
H
M
の
林
道
が
附
設
さ
れ

ー

の
川
舗
が
一水
久
崎
に
飾
け
伴
え
ら
れ
ま

す
。
ー
則
は

l
川
末
ま
で
。

が
だ
ん
だ
ん
減
少
し
て
い
く
傾
向
に
あ

り
ま
す
。

地
域
的
に
は、

経
済
成
長
の

助
と
な
っ
た
先
進
地
域
と
成
長
の
恩
恕

を
う
け
な
い
地
域
と
の
間
に
地
域
格
差

が
は
っ
き
り
と
生
じ
、
こ
れ
が
い
わ
ゆ

る
過
密
、
過
疎
の
間
凶
と
な
っ
て
い
る

の
で
す
。

こ
の
よ
う
に
激
し
く
変
動
す
る
中
に

あ
っ
て
、
私
た
ち
の
今
金
町
も
例
外
で

は
な
く
、
発
展
を
続
け
て
い
る
反
面
、

比
較
的
ゆ
る
や
か
で
は
あ
り
ま
す
が
、

毎
年
人
口
が
減
少
し
て
い
く
傾
向
に
あ

り
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
現
状
に
対
処

し
ぞ
生
産
と
生
活
が
調
和
す
る
豊
か
な

地
域
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
産

業
の
振
興
を
は
じ
め
生
活
環
境
町
挫
附

住
民
福
祉
の
向
上
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
の

施
策
を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。若

者

の
魅
力
あ
る
社
会
は

た
と
え
ば
、
農
業
に
お
い
て
は
、
米

の
過
剰
に
伴
う
生
産
調
整
、
経
世
面
積

の
狭
あ
い
、
労
働
力
の
老
齢
化
な
ど
多

く
の
問
題
会
か
か
え
て
い
ま
す
ロ

し
た
が
っ
て
、
今
後
、
農
地
を
高
度

に
利
用
し
て
た
く
さ
ん
の
収
穫
会
あ
げ

る
と
か
、
機
械
力
を
導
入
し
た
近
代
的

な
緑
訟
の
確
立
な
ど
、
で
き
る
だ
け
若

い
人
た
ち
が
町
に
と
ど
ま

っ
て
生
活
の

で
き
る
よ
う
な
産
業
の
振
興
を
図
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も

V
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l
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築
さ
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ま
す
。

-
税
外
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入
に
も

「
|
1
1
延
帯
金
が
か
か
り
ま
す

阿
川

一1

一日
附
か
れ
た

抗

川

臨

時
町
議
会
で
、
川
の
白
山

T
数
料
と
延

滞
全
徴
収
条
例
が
制

ITCれ
ま
し
た
。

こ
の
た
め
‘
民
地
料
、
日
主
料
、
保

有
料
な
ど
の
税
外
刷
人
的
取
り
ぬ
い
が

次
の
よ
う
に
改
め
一
勺
れ
ま
し
た
の
で
.

h
政
処
分
寺
ど
の
胤
制
を
完
け
る
ニ
と

の
幸
い
よ
う
注
唱
し
て
く
だ
さ
い

マ
行
促

T
数
料

制U
促
状
は
、
品
納
則
的
笠
川

l
H

川th
で
制
4
H
L
H
花
付
し
ま
す
。
T
政

料
は
一
l
l
川
。

マ
嵯
滞
金雨の日の交通安全

制
則
m
附
の
型
け
か
ら

一
合
川
ま
で

は
納
人
金
制

U
Nに
つ
き

一
一川

一銭

そ
れ
以
後
は
'冗
納
の
け
ま
で

-
H
四

銭
の
別
人H
で
計
算
さ
れ
た
制
。

マ。
、の
他

↑
、
行
促
状
的
納
則
限
ま
で
に
工
納

し
♀
い
と
き
は
、
財
点
院
の
差
押
え

主
ど
の
れ
政
処
分
を

E
け
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

a

一
納
付
す
る
と
き
は
、
必
ず
納
付

A
に
よ
り
お
願
い
し
ま
す
。

-ニ
、
五
月
分
か
ら
適
聞
き
れ
ま
す
。

相談を気軽に

毎月 5日と 20日は

行政相談日て寸。

あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
社
会
環
境
に
お
い
て
も
都
市

地
域
と
の
大
き
な
格
差
を
な
く
し
て
、

生
活
の
近
代
化
に
対
応
し
た
豊
か
な
社

会
を
形
成
す
る
な
ど
、
若
い
人
た
ち
の

魅
力
あ
る
地
域
社
会
に
し
て
い
く
こ
と

も
必
要
で
す
。

こ
れ
ら
を
解
決
し
て
将
来
の
町
，
つ
く

り
を
進
め
る
た
め
に
は
、
町
の
現
状
と

特
性
を
正
し
く
認
織
し
、
個
別
的
な
場

当
り
的
行
政
で
な
く
、
長
期
的
総
合
的

な
視
野
に
立
っ
た
計
画
に
基
づ
く
行
政

運
叫
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
の
で
す
。

こ
の
た
め
、
町
で
は
現
在
推
進
中
の

山
村
振
興
計
画
、
都
市
計
画
、
農
業
振

興
地
域
整
備
計
画
な
ど
を
基
礎
と
し
て

国
平
道
の
長
期
計
画
と
割
和
を
と
り
つ

つ
、
町
民
の
総
意
を
結
集
し
た
総
合
計

画
の
策
定
に
と
り
か
か

っ
た
も
の
で
す
e

雨の 11はカサなどの雨具のため社長〈人にと

って見通 Lが悪〈、また 111もスリ ップしやす

くなりますので、 うど辿安全に じゅヲぷλii.:J:

しましょう。

0雨の日はいつもより以上に足も とや中など、

まわりの安全に気を配ること。カサが風に

飛ばされそヲに主 っとりして、 111への誌庄

がおろそかになります。

Oカサの持ち方はまわりがよく Hえるように。

見通しがきかないと危険です。

01出断書道で待っときは、カサの大きさを見

込Aで、必ず書道の端から二、三事さがっ ゴミやき火入れ、たばこの吸いがら、

たき火に注意しよう

山火予防実施期間 (5月-6月)

て。

0悩断書道をわたるときは、雨にぬれてすべ

りやすいので走ら生いこと。

。雨の日は 、 なるべく持ちものを~J;~くし、

身軽な身じたくを盤えること。
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青少年会館を中心l二

機翼賛昼輔総

3月行なわれた婦人会の体力テスト

町
教
育
吾

U
会
で
は

A
r
司
似
の
社

会
教
育
の
車
山

日
様
を
次
の
よ
う
に
占

的
、
日
以
の
れ

i
的
生
参
加
を
呼
び
か

け
て
削
る
く
豊
か
な
町
づ
く
り
の
と
め

作
逃
す
る
こ
と
に
在
り
ま
し
た
。

。
合
司
教
育

2
叫
H

紋
柑
H

と
の
陥
h
に
よ
り
地
域
の

f
と
も
合
、
ス
ホ
l
y
少
司
凶
な
ど
の

品
以
を
似
逃
し
、
ス
ホ

y
、
レ
ク
リ

r
l
ン
ヨ
ノ
の
実
胞
に
吋
し
で
も
納
断

的

ι柿
場
姫
川
を
凶
る
。

ま
た
、

H
H
少
司
会
館
会
判
川
L
小
グ

ル
1
7
の
山
山
訓
緋
を
発
足
す
る
。

。krね
打

h
H
q
川
体
は
れ
佐
伯
酬
の
肋
H
M
に

鴨
川
L
、
研
究
約
的
献
じ
叶
し
て
院
特
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新しい農業のにない手に

今
年
度
の
島
也
明
広
国
人
図
式
は

五
月
十
一
日
役
崎
会
議
室
で
行
主

わ
れ
ま
し
と
。
入
国
生
は
、
男
子

五
名
女
子
五
名
の
合
わ
せ
て
十
名
。

こ
と
し
は
、

二
年
生
十
四
名
と

と
も
に
、
青
山
ア
年
会
館
の
合
宿
研

修
を
は
じ
め
東
北
地
方
先
進
地
視

察
研
修
旅
行
、

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
活

動
な
ど
を
通
じ
、
高
度
主
技
術
と

知
識
を
朗
自
得
す
る
こ
と
に
な

っ
て

い
ま
す
。

住
宅
を
新
築
改
良

さ
れ
る
方
に

土

地

十

七

万

円

二
、
農
山
漁
村
住
宅

マ
受
付
期
間
五
月
十
八
日

I
十
月

三
十
一
日

マ
貸
付
面
積
六
十
七
平
方

M
ま
で

守
貸
付
限
度
額

耐
火
、
簡
易
百
一
一
十
九
万
円

木

造

百

十

五

万

円

三
、
住
宅
改
良

マ
受
付
期
間
五
月
二
十
五
日

l
十

月
三
十

一
日

マ
貸
付
限
度
額
四
十
万
円
ま
で

百
十
四
万
円

百

一
万
円

貸
付
金
、
利
率
、
償
還
期
間
な
ど
詳

し
い
こ
と
は
、
役
場
建
設
課
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

住
宅
金
風
公
庫
が
行
な
う
昭
和
四
十

五
年
度
の
個
人
住
宅
建
設
資
金
と
住
宅

改

-H資
金
が
次
の
と
台
り
貸
し
付
け
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
希
望

の
方
は
役
場
建
設
課
と
相
談
の
上
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
'

一
、
個
人
住
宅

マ
畳
付
期
間
五
月
十
八
日
1
十
月

三
十
一
日
(
建
物
と
土
地
資
金

合
わ
せ
て
の
貸
し
付
け
は
七
月

二
十
日
ま
で
)

マ
貸
付
面
積

住
宅
部
分
五
十
平
方
M
M
ま
で

土
地
百
六
十
五
平
方
町
ま
で

マ
貸
付
限
度
額

耐
火
、
簡
易

木
造

一

-国民年金手帳を役場で保管

紛扶の~)iJI と干続きの問問、iJ'f;5能

率のIrl]J生どカら、杭i出険者のT帳を

f岳民日でf~~1r.;するこ と に L まし た。

これ までも納付組合で納めていた人、

保険料が見除になっていた人的T帳は

役凡iで保~'\- lてt、ま Lたカヘ明白附λ

で納めている人の子帳も似管すること

にLたもので寸 。このため納人状況は、

納付組合と制人納付のポl廷に ε1f.1l¥i1

fRW由利町wカーれを陥えで HIで"

わかるように Lます 。

現A、11;1λでT刷、を11!1'ぐ Lている人

は 役湖町民訓まで届けてくださるよ

うお匝目いします。

.法務局から

口回両古白飢(:1地也j占J(仙止務!川，，)γノ今P金lιjt， ~張}民E所て，は菅踏

内イ

i薄草およびJ地世U凶4を“仙仙iiえf刊]けていま寸カ，ヘ、

閲E覧i、目持抄本のUJ*tj オパて，1}I~i によ

ってなされていますので、 ;<1，、 I也市;

をはあくのJ';jとJi'Lてくださ L、。

また、-1>1町、組側{な と'のjJ.!j科咽rj'，1j:、
j ' r..:: "C ; ノ'1~ですので他 111 L (i:いで〈

之ささ L、。

中liJjJ悶lH式一 "開業 i1、人の印か入

社I¥JIも合も)は、:t'rlに耐えHけであ

ります。

ることがたいせつて。す。

このため、町てeは次の要事nで助産婦、

保健婦、栄聾士による妊産締相談を開

設Lています。

険診内容は、且i圧測定、雌尿、血液

検査、血液型、貫血の有無、 1拍児の大

きさ、心昔、位置、それに栄養相談な

どです。気軽にご利附ください。

Oと き毎月 第2金附日 (8月と46

有 lト11;19'止)

Oところ町民会館

。母子守帳を持事 Lてください。

・福祉年金の所得状況届はお早めに

ことしも、札i制斗金を畳けている}j

の 「所得状況JliiJ の拠出時期がきま L

た。

この有企は、 70歳以 1"，(J)お1.1寄りや

母イぶ躍のおDJさ入、 H1;;;ヨiiiができ

なL、心身聞社者のプJなとに支給されて

いますが、本人やその扶聾象肢の)jに

--A在iH)Jの収人カあるときは支給さ

れませ入。

そこで年 lli11r Fリl付-1ki兄晶'Jを拠出

することにな っτいます。これ をおこ

たるとこと Lの 9円分からff.:止を受け

ることができませ人ので、2車、'iの)jは

なるべく 11'.<役蹴~rb: J叩へ聞けてくだ

さ"0

品申込み

.胃がんの予防は ミまず検官舎を

向がんは、早いう ちに発見 Lて早期

治療をすると必ず泊ります。

毎有、定期検診を受けておけばよ両日i

発見ができてますから胃がんの不安在

とはま ったく吐くなりますロ

ことしも、北海道対ガノ協会のとこ

ぶし号ミが来町 L>>:の嬰飯て'維診を実

施Lますので、健康で明るい生活をす

るためこぞって給査を畳けま Lょう。

b験診日 6i'1I8目、21日

P対高~ 3~議以上 {疾忠者既往苗は

制限♀し)

先着 120人

850円のところ自己負11¥350

円

6月10日までに役場町民諜

f¥ 

・妊産婦相絞日を開股

妊娠中を無事にす ごL、元気な萌、ち

ゃλを当んでいただくためには、呉市

や病気を予防 したり早〈発見 Lたりす

t人員

p検診料
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納
税
貯
蓄
組
合
長
会
議
は
‘
凶
月
二

十
日
役
場
合
厳
重
で
附
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
席
上
、
町
で
は
四

4
四
午
皮
の

低
良
納
税
貯
蓄
印
刷
告
と
し
て
次
の
五
組

合
を
表
彰
し
ま
し
た
。

町
内
に
は
現
在
六
十
の
納
税
組
合
が

あ
り
、

一
般
町
税
.
国
似
続
合
わ
せ
て

九
干
三
百
二
万
円
の
う
ち
、
組
合
の
か

た
が
た
に
は
四
十
一二
%
に
あ
た
る
四
千

六
万
円
を
納
め
て
い
た
ど
き
ま
し
た
。

組
A
旬
以
千
五
百
九
十
人
の
協
力
と
組

合
長
さ
ん
の
お
骨
折
り
に
感
謝
し
ま
す
。

マ
優
良
納
税
貯
蓄
組
合
H
中
部
川
{
平

賀
秀
雄
組
合
長
)
ト
マ
ノ
ケ
ン
(
町
河

定
割
)
八
東
畑
の
沢
(
噴
出
万
)
附
柳

(問
中
正
直
)
昭
和
町

(大
怯
保
治
)

一
商
業
統
計
調
査
に
協
力
を

六
月
一
日
呪
在
で
、
商
業
統
計
調
査

が
行
な
わ
ね
ま
す
。

こ
の
別
査
は
、
全
国
の
点
問
問

(卸

小
先
業
)
を
対
島
に
そ
の
分
布
状
況
、

活
動
状
況
な
ど
を

4

一作
IH
ご
と
に
訓
作

L
.
そ
の
村
山
市
を
尚

1
施
策
の
基
礎
資

料
と
す
る
も
の
で
、
税
金
に
関
係
し
た

も
の
に
は
、
絶
対
使
え
な
い
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

近
く
制
査

μ
が
、
各
尚
析
を
訪
問
し

ま
す
の
で
ご
協
力
願
い
ま
す
。

一
定
額
貯
金
の
利
子
が

一
引
止
げ
ら
れ
ま
し
た

こ
の
た
び
、
郵
似
貯
金
の
利
チ
が
長

期
す
え
あ
き
の
も
の
を
中
心
に
引
上
げ

ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
利
子
が
利
チ
を
パゴむ

1

年
組
利
の
』
必
額
貯
金
に
と

っ
て
は
.
ま

す
ま
す
有
利
に
な
り
ま
し
と
。

ま
た
、
制
チ
引
」
げ
以
前
に
附
け
て

い
た
I
S矧
貯
金
も
凶
川
一一
十
け
か
ら
新

し
い
利
率
が
適
川
さ
れ
ま
す
の
で
出
け

か
え
る

Z
官
が
あ
り
ま
せ
ん
。
μ
M
く
附

け
て
お
く
ほ
ど
利
型
が
け
川
く
寺
り
ま
す

か
ら
、
マ
品
川
は
そ
の
ま
ま
お

T
も
と
に

あ
く
ほ
う
が
お
ひ
に
主
り
ま
す
。

R
P
P仇
V
B
H
L
P
B
リ
V

F

ノ
ノ

刷訓

pi』
仰

』

d 
青
野

4 保
Z健

藻号
健 c
z ん

とが

昭
和
凶
十

一均
仁
川
か
ら
川
桁
似
刷
出

掛
と
し
て
附
初
段
象
の
人
の
お
抑
制
を

し
て
い
た
内
野
千
代
さ
ん
は
、
ニ
の
と

び
道
的
機
構
仔

え
に
よ
り
助
政
が
今
金

似
地
所
に
か
わ
り
ま
し
た
。

今
後
も
部
落
を
川
り
指
導
に

h
を
人

れ
る
の
で
よ
ろ
し
く
と
却
し
て
い
ま
す
。

「
広
報
い
ま
か
ね
」
で
読
者
の

声
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

広
報
に
つ
い
て
気
づ
い
た
占
‘

町
の
話
題
、
耳
兵
な
ど
役
場
企
画

室
ま
で
お
よ
せ
く
だ
さ
い
。

還まさι家主移民

一態一
一動一

一の一
一民一

一住一

人1-1 11. 599人

リ 5.638人

女 5.961人

世帯 2.876 

(45. 4. 3D!見。 )

ロ
出
生
ニ
十
三
名

加
賀
谷
誼
忠
(
定
の
長
女
柳
町
)

杉
山
正
道

(日
誌
の
三
男
日
の
出
町
)

新
井
秀
典

(政
奈
の
長
男

・
大
和
町
)

辻

浩

一
(
忠
生
の
長
男
本
町
)

坂
本
哲
也

(武
史
の
三
m
m
e
樋
川
)

大
久
保
美
香
(
殴
の
長
女
南
栄
町
)

八
重
町
四
秀
樹
(
明
の
二
男

・
寒
日
升
)

結
井
純
子

(利

一
の
二
女

神

丘

)

川
村
欣
也
(
末
次
の
長
男

・
末
広
町
)

菅
原
丈
二
(
一

芳
の
二
呉

市

町

)

佐
々
木
春
美

(正
容
の
長
立

。
住
吉
)

田
村
広
干
(
投
底
的
三
女

。
稲
穂
)

加
藤
潤
(
貨
の
長
男

・
神
丘
)

武
臨
時
忍

(竹
明
の
四
女
昭
町
)

前
川
千
秋

(消
春
の
長
女
末
広
町
)

小
松
有
哉
(
栄
の
長
引
東
町
)

児
玉
直
樹
(
義
夫
の
二
男
末
広
町
)

平
原
由
香
h

光
蔵
町
長
女

。
大
和
町
)

外

崎

淳

(敏
明
の
三
男

旭

町

)

新
事
ゆ
き

(立
秩
の
長
女

・
住
吉
)

大
谷
知
治
(
消
治
の
三
男

神

丘

)

石
田
康
晴
(
隆
造
の
二
男
柳
町
)

川
崎
秀
樹

(諸
道
の
三
男

神

丘

)

ロ
婚
姻
+
ニ
組

平
野
俊
春
H
村
本
光
子
(
神
丘
)

斉
勝
照
明
H
佐品崎山刊
干

(太
和
町
)

楠
郎
隆
紀
H

長
谷
川
千
鶴
子
(
神
丘
)

竹
内
勝

一
HH
佐
々
木
安
干

(鈴
金
)

中
山
修
身
H

鎌
田
其
佐
江

(鈴
金
)

山
本
叩
話

1講
話

干

尋

問

)

原
U
民
治
U
正
融

一
校

(紐
川
)

佐
賀
俊
雄
H
村
」
マ
サ
エ
(
栄
町
)

片
岡
鉄
男
H
岩
寄
保
子

(崩
町
)

上
回
昭
吉
H
阿
部
利
美

(田
代
)

住
吉
報
行
H
凹
中
登
美
江
(
栄
町
)

和
印
則
安
H
岸
聞
蓉
子

(昭
町
)

ロ
死
亡
五
名

伊
藤

一
博

木
村
石
太
郎

鈴

木

イ

シ

佐

藤

普

樹

赤

川

ス

エ

六
蔵
(
金
原
)

五
十
八
議
(
稲

穂
)

八
↓
七
歳

(花

石

)

四
十
五
議
(
附
辺
町
)

七
十

一
級
(
附
巡
町
)

(
四

月

分

)

τ納期までに完納しよう一

固定資産税 <2期〉

軽自動車税 〈年分〉

自 動車税 <1期〉

6月 l日まで


